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（右から）愛原 由姫さん、中川 美来さん、
竹内 千歌さん

（右から）西岡 皇祐さん、河端 結菜
さん、綱島 麻輝さん

松山湯築ライオンズクラブの皆さんと野志市長

大田市場でのトップセールスの様子
（４月22日）

池本さんの園地を視察する野志市長（4月5日）

寄贈された
時計

道後温泉本館保存修理工事に伴う
道路交通規制・本館の営業終了時間変更のお知らせ

　本館保存修理工事に伴い、周辺道路で夜間の全面通行止めな
ど交通規制を行います。規制中は迂

う

回
かい

路
ろ

をご利用ください。
　またこの期間、入浴者への安全に配慮し、本館の営業時間を
１時間短縮します。
夜間工事期間６月４日㈫～７月11日㈭  22時～翌５時（予定）
工事場所  県道六軒家石手線
※規制中は市道道後182号線を迂回路としてご利用ください。
また、現在一方通行の市道道後41号線は夜間（22時～翌５時）
のみ交互通行となります
営業時間の変更  営業終了 22時（入館時間 21時30分まで）

問道後温泉事務所 ☎921–5141・ 934–3415

通常時 （昼間） 全面通行止め （夜間）

　
本
市
の
魅
力
や
特
産
品

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

に
観
光
大
使
と
し
て
活
動

す
る
２
０
１
９
年
度
松
山

マ
ド
ン
ナ
大
使
の
愛
原
由

姫
さ
ん
、中
川
美
来
さ
ん
、

竹
内
千
歌
さ
ん
が
４
月
１

日
、
野
志
市
長
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　
松
山
マ
ド
ン
ナ
大
使
の

皆
さ
ん
が
抱
負
を
語
り
、

野
志
市
長
は
「
一
年
間
皆

さ
ん
と
と
も
に
が
ん
ば
り

た
い
。
万
葉
集
と
松
山
に

は
大
き
な
関
わ
り
が
あ
る

の
で
皆
さ
ん
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

問
（
公
財
）
松
山
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
☎

935
７
５
１
１
・

921
０
２ 

８
６

　

青
果
・
花
き
取
扱
量

日
本
一
の
大
田
市
場
（
東

京
都
）
で
、
野
志
市
長

が
ま
つ
や
ま
農
林
水
産

物
ブ
ラ
ン
ド
「
カ
ラ
マ

ン
ダ
リ
ン
」
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
う
の
に

先
立
ち
、
４
月
５
日
に
、

興
居
島
の
生
産
地
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

生
産
者
の
池
本
真
吾

さ
ん
は
、
カ
ラ
マ
ン
ダ
リ

ン
栽
培
の
話
と
あ
わ
せ

て
、「
昨
年
の
豪
雨
災
害

で
被
災
し
た
際
に
は
復

興
支
援
事
業
な
ど
を
活

用
し
て
非
常
に
助
か
っ

た
。
今
後
の
営
農
に
前
向

き
に
な
れ
た
」
と
語
り
ま

し
た
。
市
長
は
、「
生
産

者
の
皆
さ
ん
の
努
力
で
、

災
害
を
乗
り
越
え
て
お

い
し
く
で
き
た
カ
ラ
マ
ン

ダ
リ
ン
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
４
月
22
日

に
実
施
し
た
大
田
市
場

で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

で
は
、
市
場
関
係
者
に

「
カ
ラ
マ
ン
ダ
リ
ン
」
の

特
徴
や
生
産
者
の
２
つ

の
『
く
（
苦
労
と
工
夫
）』

を
、
パ
ネ
ル
を
使
っ
て

紹
介
。
生
産
者
の
努
力

を
市
場
関
係
者
に
伝
え

ま
し
た
。
試
食
も
市
場

関
係
者
に
好
評
で
、
そ

の
後
の
「
競
り
」
で
も

活
発
な
取
引
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

問
農
林
水
産
課
☎
948
６ 

５
６
５ 

・

934
１
８
０ 

８

　

北
条
ふ
る
さ
と
館
に
、
松
山
湯
築
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
、
結
成
15
周
年
記
念

事
業
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ロ
ッ
ク
が
３
月

29
日
に
寄
贈
さ
れ
、
野
志
市
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
野
志
市
長
は

「
北
条
児
童
館

な
ど
も
あ
る
複

合
施
設
で
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
利

用
し
て
い
る
の

で
、
時
計
が
あ

る
と
便
利
に
な

り
ま
す
」
と
感

謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ロ
ッ
ク
は
、

北
条
ふ
る
さ
と

館
西
側
駐
車
場

に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
文
化
・
こ
と
ば
課
☎
948
６
６
３
４ 

・

934
１
９
１
３

　
４
月
４
日
、
新
入
学
児
童
に
安
全

へ
の
心
構
え
を
身
に
付
け
て
も
ら
お

う
と
、
防
犯
啓
発
標
語
「
い
か
の
お

す
し
」
が
入
っ
た
下
敷
き
を
、
野
志

市
長
が
市
内
警
察
署
管
内
の
代
表
児

童
３
人
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
松
山
西
警
察
署
・
飯
野

裕
典
署
長
が
、「
い
か
の
お
す
し
」

に
つ
い
て
児
童
に
説
明
。
受
け
取
っ

た
河
端
結
菜
さ
ん
は
「
い
か
の
お
す

し
を
守
っ
て
、安
全
に
登
校
し
ま
す
」

と
お
礼

を
言
い

ま
し
た
。

　
下
敷

き
は
、

入
学
後
、

新
入
学

児
童
全

員
に
配

布
さ
れ

ま
し
た
。

問
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
948
６

７
３
６
・

934
３
１
５
７

　
４
月
９
日
、
本
市
と
㈱
エ

ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー
タ
、

㈱
伊
予
銀
行
、㈱
愛
媛
銀
行
、

愛
媛
信
用
金
庫
は
、
市
内
企

業
の
人
手
不
足
解
消
の
た

め
、
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
入

力
な
ど
の
定
型
業
務
を
自
動

化
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「
Ｒ

Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ

ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
）」
の
周
知
啓
発
や
導
入

促
進
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
関
連
人
材
の

育
成
に
向
け
て
連
携
す
る
こ

と
を
定
め
た
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
先
進

都
市
ま
つ
や
ま
の
実
現
に
向

け
た
連
携
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

本
協
定
に
基
づ
き
、
本

市
で
は
市
内
中
小
企
業
向
け

の
導
入
支
援
補
助
金
を
全

国
で
初
め
て
創
設
。
㈱
エ

ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー

タ
は
、
国
内
シ
ェ
ア
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
純
国
産
Ｒ
Ｐ

Ａ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「
Ｗウ

ィ

ン
ｉ
ｎ

Ａア

ク

タ

ー

ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
」
を
本
市
限
定

の
特
別
価
格
で
提
供
す
る
プ

ラ
ン
を
全
国
で
初
め
て
作
成

し
、
市
内
中
小
企
業
の
導
入

コ
ス
ト
を
軽
減
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
㈱
伊
予
銀

行
、
㈱
愛
媛
銀
行
、
愛
媛
信

用
金
庫
は
、
導
入
効
果
の
高

い
企
業
に
制
度
を
紹
介
す
る

な
ど
、
官
民
が
連
携
し
て
市

内
企
業

の
生
産

性
を
高

め
、
地

域
経
済

の
活
性

化
に
取

り
組
み

ま
す
。

問
地
域
経
済
課
☎
948
６
７ 

１
０
・

934
１
８
４
４

■
抱
負

愛
原
さ
ん
「
た
く
さ
ん
の

人
々
に
〝
笑
顔
〟
で
松
山

の
魅
力
を
届
け
た
い
で

す
」

中
川
さ
ん
「
松
山
の
魅
力

に
触
れ
合
い
、
皆
さ
ん
に

発
信
し
ま
す
」

竹
内
さ
ん
「
自
分
で
感
じ

得
た
知
識
や
魅
力
を
、
自

分
の
思
い
と
言
葉
で
し
っ

か
り
Ｐ
Ｒ
し
た
い
で
す
」

松山の魅力を発信
2019年度松山マドンナ大使就任

現地・現場を大切に
市長が「カラマンダリン」の

生産地を視察し、トップセールス

Ｒ
アール・ピー・�エー

ＰＡ先進都市まつやまの
実現に向けた連携協定を締結

北条ふるさと館に「アウトドアクロック」
松山湯築ライオンズクラブが寄贈

新入学児童へ防犯下敷き贈呈

全国初


